
1 目的
本県児童生徒の学力や学習の状況等を把握・分析し，児童生徒一人一人の課題を明確

にするとともに，各学校が組織的に学習指導における検証改善サイクルの構築・運用に
取り組むことにより，本県児童生徒の学力向上に資する。

2 調査期日　　

　平成２９年４月１８日（火）

3 調査対象　　

　小学校　第４学年，第５学年（国語，算数，理科，質問紙）

　中学校　第２学年　　　　　（国語，社会，数学，理科，英語，質問紙）

4 本校の実施状況

　第２学年　　国語１１４人　　　社会１１４人　　　数学１１４人

　　　　　　　理科１１４人　　　英語１１４人

5 留意事項
(1) 本調査は，対象となる学年，実施教科が限られていることや，必ずしも学習指導要領

全体を網羅するものでないことなどから，本調査の結果については，生徒が身に付ける
べき学力の特定の一部分であることに留意することが必要となる。

(2) 　本校の傾向等を分かりやすく示すために分類・区分別の平均正答率などを公表した。

(3) 平均正答率の数値は調査結果のすべてを表すものではないため，「本年度の状況」，
「今後の指導の重点」などの分析を併せて記載した。

【調査の概要】

平成２９年　９月１１日

平成２９年度「とちぎっ子学習状況調査」の結果概要について

宇都宮市立宝木中学校

　家庭や地域から「信頼される学校」であるためには，学校の状況や生徒の実態を保護者や地域の
方々に十分御理解いただく必要があり，その上で，家庭や地域と一体となって生徒を育てることが大
切であると考えています。
　こうした考えから，平成２９年度「とちぎっ子学習状況調査」における本校生徒の学力や学習状況
の概要について，以下のとおり公表します。
　また，調査結果は，学習指導の工夫・改善に役立てることが大切ですので，調査結果の分析，指導
の改善策などを併せて掲載します。

 



宇都宮市立宝木中学校 第２学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

60.0 61.6 59.9
35.0 41.7 40.1
63.4 67.6 67.0
59.1 66.1 65.4
60.0 61.6 59.9
35.0 41.7 40.1
63.4 67.6 67.0
59.1 66.1 65.4

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

分類 区分
本年度

領
域
等

 話すこと・聞くこと

書くこと

読むこと

   伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

観
点

 話す・聞く能力

書く能力

読む能力

  言語についての知識・理解・技能

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

話すこと・
聞くこと

○市の平均よりは下回るものの、県の平均と同じくら
いの状況である。
○話すこと、聞くことに対する意欲と態度は身につき
つつある。
●話をすること、話を聞くこと、のポイントのとらえ方
が不十分である。

・意欲と態度が身に付きつつあることは良い傾向である。「話す・
聞く」の単元の指導を強化し、ポイントを絞ってわかりやすい授
業を行う。
・長期休業明けに一分間スピーチを取り入れ、話題の提示から、
自分の意見や考えを述べるパターンを指導し、学習内容に取り
入れる。
・聞くときにメモをとらせ、５Ｗ１Ｈを聞き取る基本的な学習内容を
取り入れて指導を行う。

書くこと

●県、市の平均よりも低い状況である。
●無解答は減ったものの、「作文が書けない」という
意識が強く、パターンを教えても「苦手だからできな
い」という生徒が多い

・「書くこと」の単元の指導を強化し、さまざまな意見文の書き方
のパターンを指導し、丁寧に指導を行う。　具体的には、以下の
ように具体的な書くことの技術指導を行う。
①構成を意識せずに、短い文を書かせ、書くことの抵抗を和らげ
る指導を行う。
②「自分の考え　　明確な根拠　　まとめ」の３段落構成を基本と
して、構成を意識した文章を書かせる。
③誰が読むのかという相手を意識した文章を書かせる。

読むこと

●県、市の平均よりも低い状況である。
●説明的文章の読解が苦手な生徒が多く、無解答
も多く見られる。
●説明的文章の読解が苦手な生徒が多く長文を読
むだけで精一杯で、ポイントが絞れずさらにわからな
くなるという悪循環が起こっている。
○小説などの読解は平均的である。

・文章読解のポイントを絞り、ドリル形式で授業に取り入れ
る工夫をした授業を行う。
・内容を比べながら文章を読み、自分の意見や立場をはっ
きりさせた読み取りを授業で行う。その課程を積み重ねる
ことにより、批判的読解力を育成する。
・小説などの、心情を追うことは好きな生徒が多いので、
伏線に気をつけて読み取らせるなど、テスト問題を意識し
た読み取り方も指導を強化する。

伝統的な言語文化
と国語の特質
に関する事項

●県、市の平均よりも低い状況で、他の領域に比べ
ても低い。
●語彙力が低く、言葉を的確に使うことができない
生徒が多い。

・語彙力を定着させるために、ほぼ毎日漢字ノートを課題
として出しているので、さらに定着を確認するための定期
的なテストを実施していく必要がある。（現在よりも増やし
て確認をする）
・語彙力を高めるために、ことわざや慣用句、文法などの
単元では、特に丁寧に指導を行い、個別指導にも力を入
れていく。
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宇都宮市立宝木中学校 第２学年【社会】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

47.1 50.0 46.2

48.7 52.6 50.2

35.2 39.4 37.6
30.7 35.9 33.8
57.9 60.4 56.3

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

 資料活用の技能

領
域
等

  社会的事象についての知識・理解

歴史的分野

分類 区分

地理的分野

本年度

地理的分野

歴史的分野

  社会的な思考・判断・表現

今後の指導の重点分類・区分 本年度の状況

・前時の復習を毎時間最初に取り入れ、基礎的な知識や
語句の定着をはかる。
・地図の読み取りなど、技能の面ではワークやプリントを
解く時間もとるようにし、生徒が苦手とする部分の説明な
どをしていく。
・グラフの読み取りについて、デジタル教科書などを使用し
丁寧に説明をしていく。
世界の国々やこれから学習する日本の地域ついて、地図
帳や資料集で確認することを徹底していく。

・前時の復習を毎時間最初に取り入れ、基礎的な知識や
語句の定着をはかる。
・記述式の問題について改めて時間をとり、書き方の指導
をしていく。
・教科書の資料や図について状況を説明するだけでなく、
自ら考えたり推察する時間を設け、発表をすることをしな
がら資料についての理解を深めていく。
・歴史的分野においては特に流れが重要であるととらえ、
板書なども工夫し流れがわかるような授業をしていく。

○地理的分野は、市平均よりは低いが県平均を上
回っている。
○知識・理解は市・県平均より高い

●記述式解答の部分において最も正答率が低い
が、短答式・選択式も正答率が市・県平均より低い。
●記述式については無回答の割合も20％を超える
項目がある。

○歴史的分野では、ほとんどの領域で市平均・県平
均より下回ったが、社会的事象についての知識・理
解は県平均より高い。

●地理的分野より総合的に見て達成率が少し低い。
●知識・理解は比較的高いが、「社会的な思考・判
断・推理」、「資料活用の技能」の領域については低
めの傾向にある。
●地理的分野同様、記述式の問題について正答率
が低く、また無回答の割合が高い。

0

20

40

60

80

100
地理的分野

歴史的分野

社会的な

思考・判断・

表現

資料活用の

技能

社会的事象

についての

知識・理解

本校 市 県



宇都宮市立宝木中学校 第２学年【数学】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

62.1 63.3 61.5
53.5 59.8 57.4
59.0 65.9 63.4
48.7 51.7 50.1
44.5 50.4 48.5
58.4 64.1 61.9
60.4 60.6 58.9

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

分類 区分
本年度

領
域
等

数と式

図形

関数

資料の活用

観
点

 数学的な見方や考え方

数学的な技能

   数量や図形などについての知識・理解

分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

数と式

　平均正答率について、県平均と比べると+0.6ポイン
ト、市平均と比べると-1.2ポイントであった。
○正負の数の基礎的な計算力が身についてきてい
る。また、文字と数の区別がつき、文字と式の計算
についても基礎的な計算力が身につきつつある。
●分数を含む計算や、自ら立式し目的に応じて式を
変形する問題に対して課題がみられる。

・分数を含む計算の機会を増やし、計算方法に慣れさせて
いく必要がある。また、誤答例を取り上げ、計算過程を振
り返りながら、どこに誤りがあるかを見出し、正しい計算の
仕方を確認する。　　　　　　　　　　　・立式の手順を考え、
その手順を考察する活動を取り入れる。また、意図した結
果が得られなかった場合には、どこを修正すればよいの
かを振りかえることで、解の吟味の有用性を確認する。

図形

　平均正答率について、県平均と比べると-3.9ポイン
ト、市平均と比べると-6.3ポイントであった。
〇線対称・点対称といった言葉の意味の定着は図
れている。また、求積する際の基本的な公式は身に
ついている。
●空間的なものの見方に課題が見られる。ねじれの
位置を考えたり、回転体の表面積、体積を求めるこ
とに課題が見られる。

・空間図形について、見取図のみの考察で終わるのでは
なく、身近な立体を見たり、実際に触れたりしながら、様々
な方向や視点から空間図形を観察し、辺や面の位置関係
を理解できるようにする。
・回転体や複雑な立体の求積の指導に関しては、その図
形が成り立つ場面をコンピュータ等を活用し見せることで、
知っている立体の組み合わせになっていることを理解させ
たい。

関数

   平均正答率について、県平均と比べると-4.4ポイ
ント、市平均と比べると-6.9ポイントであった。
〇数の変化から比例の関係になっているのか、反比
例の関係になっているのかを判断する力は身につき
つつある。
●文字を使って式に表したり、グラフにすることに課
題が見られる。

・伴って変化する２つの数量が何かを確認する作業を通
し、文章題から変化の仕方に気づき、式を立てる練習をす
る必要がある。　　・グラフの特徴と式を関連付けて考察す
る場面を設定し、グラフからｘとｙの関係を式で表すことが
できるよう、繰り返し練習する。

資料の活用

平均正答率について、県平均と比べると-1.4ポイン
ト、市平均と比べると-3.0ポイントであった。
〇度数や平均を求める技能は身についている。
●相対度数や階級値といった用語の意味と求め方
の定着が図られていない。

・中学生となり学習した用語についての理解が不十分で
あった。練習不足が原因である。学習してからの期間の間
に十分な演習量を確保できるように、授業を計画し確実な
理解と定着が図れるようにしていく。

0

20

40

60

80

100
数と式

図形

関数

資料の活用
数学的な見方

や考え方

数学的な技能

数量や図形

などについて

の知識・理解

本校 市 県



宇都宮市立宝木中学校 第２学年【理科】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

60.0 64.3 63.2
49.6 54.8 52.8
56.7 64.0 61.1
47.1 48.8 47.0
43.5 48.0 46.4
57.9 66.4 65.6
57.7 61.1 58.3

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

  大地の成り立ちと変化

 科学的な思考・表現

分類 区分
本年度

 身近な物理現象

 身の回りの物質

植物の生活と種類

領
域
等

観
点

 観察・実験の技能

  自然事象についての知識・理解

大地の成り立ち
と変化

今後の指導の重点分類・区分 本年度の状況

・光音については日常生活と結びつけられる面を持ってい
るので、今後も復習の意味を込めて授業で取り上げる。作
図はやはり忘れてしまうことが多いので、主なものを復習
プリントを作成し、実際に書き込み確認する。
・振動数のような理科用語は、生徒の会話に出てこない内
容なので、再度重要用語を洗い出し、意図的に授業で使
用する。

・濃度やグラフなどは、数学科とも関りが深いので、生徒
の実態を再度確認したうえで、数学科とも協力してわかる
授業を展開する。
・評価方法を工夫し、つまづきを早期に発見し、間違えや
すい内容や不明な点について、基本的な問題演習を行
い、全体のレベルアップを図る。
・今後も実験を通して理解できる内容は実験方法をさらに
工夫して理解確認ができるようにする。
・モデル化については、２学年の化学変化と分子・原子で
も取り上げるので再度１学年の内容と系統性を持たせて
指導する。

・動物の分野が終了したところなので、植物・動物分野の
忘れがちな内容や誤解しやすい内容を復習として実施す
る。学習プリントを準備し、家庭学習として実施する。

・下位層との差を解決するために、グループ学習を取り入
れ、科学的な思考・考察をまとめることが苦手な生徒への
個別アドバイスを行う。
・問題となる科学的思考力の向上では、考え方をわかりや
すく時間をかけて指導し、実際に考え、考えたことをまとめ
る時間を確保し、それを評価する。

  身近な物理現象における平均正答率は、市・県に
比べ３～４ポイント低い。
●光・音・力と圧力ともに平均より低いポイントとなっ
ている。特に光の反射の作図と力の矢印での表し方
ができていない。作図や力の表し方はその方法・概
念が曖昧のままになっていると考えられる。
〇凸レンズについては平均より高い結果となってい
た。

　身の回りの物質における平均正答率は、市・県に
比べ３～５ポイント低い。
●水溶液では濃度の計算が苦手である。また、濃度
やグラフ・モデル化に関しては下位層でほとんどでき
ない傾向がある。
〇気体の性質など興味をひく内容では正答率も上が
る。やはり理科は実験や観察が面白い、楽しいと
いった面を与えられれば理解や記憶につながるよう
である。

　植物の生活と種類における平均正答率は、市・県
に比べ４～７ポイント低い。
●スケッチの方法・蒸散の実験での理由説明・シダ
の特徴の問題でかなり低い結果となっている。また、
この単元は上位層と下位層の正答率の差が大きく、
生徒は学習内容を忘れてしまっていることが推察さ
れる。

・４つの分野の中では、比較的市・県に近い正答率
が出た分野である。おそらく学習内容を比較的忘れ
ずにいたと推察される。
〇地層の重なりと過去の様子では、市・県よりも少し
高いポイントとなっている。
●観察の結果や図表を基に推測する問題では市・
県よりも約１０ポイント程度低い。これは、まさしく理
科での科学的思考力を問われるものであり、本校生
徒の弱点と考えられる。また、この分野でも上位層と
下位層の差が大きく、地震や火山は興味が持てるも
のの、理解には結びついていない面を持っている。

身近な物理現象

身の回りの物質

植物の生活と種類
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宇都宮市立宝木中学校 第２学年【英語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

79.0 83.6 82.6
59.9 64.2 61.2
57.0 56.2 53.8
52.7 51.2 49.4
70.1 73.7 71.5
62.0 60.1 57.3

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

区分
本年度

書くこと

領
域
等

 外国語表現の能力

 外国語理解の能力

分類

聞くこと

観
点

読むこと

  言語や文化についての知識・理解

聞くこと

読むこと

書くこと

分類・区分

●聞くことに対する平均正答率は県と比べ3.6ポイン
ト、市と比べ4.6ポイント下回っている。

○対話文の内容理解は大まかにできている。
●疑問詞を用いた疑問文に適切な応答をするという
問題での正答率が低い。
●複雑な文法や単語を含んだ英語や流暢な英語を
聞くことに苦手意識をもっている生徒も多い。

●読むことに対する平均正答率は県と比べ1.3ポイ
ント、市と比べ4.3ポイント下回っている。
○基礎的な単語や単純な英文は理解できている。
●長文の読解については細かい内容を理解できて
いない生徒がみられる。
●教科書の本文の内容は、授業で説明したものは
理解できるのだが、内容が異なる英文になると読む
ことに時間がかかり、内容を理解できない状況も散
見される。授業で様々な英文を読ませることが今後
の課題である。

本年度の状況 今後の指導の重点

○書くことに対する平均正答率は県と比べ4.7ポイン
ト、市と比べ1.9ポイント上回っている。

○正しい語順で英文を書く問題や、内容のつながり
のある複数の文を英作文するというような問題での
正答率が高かった。
○語順を問う問題での正答率も高かった。

・授業の中で英文を聞く機会を増やしているので今後も継
続する。
・シンプルな単語を使ってゆっくりとした速度で英語を話し
たり、授業のはじめにICTなどを併用しながらオーラルイン
トロダクションを取り入れたり、コミュニケーション活動の中
で、相手の話している内容を理解したりするようなものを意
図的に取り入れていき、自然と英語を聞いていけるように
する。
・授業の最初に、簡単な英語スピーチを取り入れ、生徒同
士で英語を聞く機会を増やす。

・教科書本文と関連するような題材を見つけ、初めて目に
する文章でも苦手意識をもたずに自分の力だけで読んで
いく練習をする。
・短い文や生徒が興味をもてるような内容の英文を精選し
ながら、内容を正確に把握する力を育成する。

・様々な場面で自分を表現するような活動を設定してい
き、自己表現力を高めていけるような授業を行う。
・主語と動詞の基本構造を使った英作文を行い、少しずつ
単語を変えていきながら、複雑な英文を書く力を育成す
る。
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宇都宮市立宝木中学校 第２学年 生徒質問紙調査

★傾向と今後の指導上の工夫 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

学力向上に向けた学校全体での取組

★学校全体で，重点を置いて取り組んでいること

○学習して身に付けたことは、将来の仕事や生活の中で役に立つと思う。93.9％（県より6.8ポイント高い）
〇先生は学習のことについてほめてくれる。81.7％（県より9.9ポイント　宇都宮市よりも8.1ポイント高い）
〇友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意である。52.2％（県よりも13.2ポイント　宇都宮市よりも11.9ポイント
高い）
〇クラスは発言しやすい雰囲気である。80.9％（宇都宮市よりも6.3ポイント高い）
〇家で、学校や塾の決められた宿題のほかに自分で考えた勉強をしている。63.5％（県よりも6.0ポイント高い）
〇国語の学習が好き。81.4％（県よりも14.1ポイント　宇都宮市よりも13.9ポイント高い）
〇将来のために、保健体育は大切だと思う。84.3％（県よりも5.5ポイント高い）

上記のことが、ポイントの高い主な項目である。日常の生活や学習など学校生活をみていると、ほとんどの生徒は大きな問
題を持ったり、起こしたりすることもなく、比較的明るい学校生活を送っている。学級や教師との人間関係も良い方向に向い
ているように感じる。
家庭での過ごし方や保護者との関係、特に学習への取り組みも少しずつだがよくなってきている。学校生活の安定や向上
心が今後も継続し、進展するように接していきたい。そのためにも、教師が全体と個に関して各種調査や教育相談、保護者
との密な連絡など情報を得るとともに共有でき、活かせる体制をとっていく。

　
●自分には、よいところがあると思う。62.6％（県よりも8.5ポイント　宇都宮市よりも10.0ポイント低い）
●授業では、クラスの友達との間で話し合う活動をよく行っている。75.4％（県よりも12.7ポイント　宇都宮市よりも10.4ポイン
ト低い）
●授業の最後に、学習したことを振り返る活動をよく行っている。44.3％（県よりも17.0ポイント　宇都宮市よりも13.8ポイント
低い）
●授業で使うノートには、学習の目標（めあて・ねらい）とまとめを書いている。61.7％（県よりも20.8ポイント　宇都宮市よりも
13.8ポイント低い。）

質問紙の結果や日常の様子から自尊感情を高めることが必要であることがわかる。生徒の関りの中で、良い面をほめる・
認めることが現学年には必要である。学級経営・学年経営の中で一人一役や活動の分担など工夫したり、行事や行動面で
成就感達成感、善い行い等を意図して状況や場面設定をしていく。また、学習面に関してはまだ、苦手意識や自分はでき
ないと感じている生徒がいる。教科の好き嫌いもあるようなので、各教科での現状分析をし、克服にむけて工夫していくこと
と学習の取り組み方について、進路とも関わらせて、基本から再度指導し、実践させるようにする。その際、生徒にもＰＤＣ
Ａのサイクルに目を向けさせ、今日より明日への向上が大切であること粘り強く指導する。

重点的な取組 取組の具体的な内容 取組に関わる調査結果

　　②効果的なノートの活用
　

●授業で使うノートには、学習の目標（めあて・ねら
い）とまとめを書いている。61.7％（県82.5％よりも
20.8ポイント　宇都宮市75.5％よりも13.8ポイント低
い。）

◎思考力や判断力、表現
力等を育成する言語活動
の実践

●授業では、授業の目標（めあて・ねらい）が示され
ている87.8％（県93.8％よりも6.0ポイント　宇都宮市
91.5％よりも3.7ポイント低い）

(1)『分かる授業』の推進
　　①「本時の目標（めあて、ねらい）」を
　　　つかむことのできる明確な提示
　

　　③生徒の考えを引き出し、思考を深
　　　められる（主体的に考えられる）発
　　　問の工夫

●クラスの友達との間で、話し合う活動を通じて、
自分の考えを深めたり、広げたりすることができて
いる73.9％（県79.9％よりも6.0ポイント　同じく　宇都
宮市79.9％よりも6.0ポイント低い）

　　⑤「ふりかえり」活動の徹底 ●授業の最後に、学習したことを振り返る活動をよ
く行っている。44.3％（県61.3％よりも17.0ポイント
宇都宮市58.1よりも13.8ポイント低い）

　　④話し合い活動の積極的な導入 ●授業では、クラスの友達との間で話し合う活動を
よく行っている。75.4％（県よりも12.7ポイント　宇都
宮市よりも10.4ポイント低い）



★学校全体で，今後新たに重点を置いて取り組むこと
調査結果等に見られた課題 重点的な取組 取組の具体的な内容

●学校の宿題は、やりたくなる内容だ。34.8％（県
42.2％よりも7.4ポイント、宇都宮市39.4％よりも4.6
ポイント低い）
○家で、学校の宿題をしている。96.5％（県94.5％よ
りも2.0ポイント、宇都宮市94.7％よりも1.8ポイント高
い）

(2) 家庭学習の習慣化
　　①意欲や目的をもって取り組める宿
　　　題吟味、工夫
　

③教科担任からの復習方法の助言と個に応じた指
導を充実する。

(1)『わかる授業』のより一層の推進に向
けて

②予習、復習などの計画的な家庭学習
を、より一層充実させる。

④話し合い活動の積極的
な導入

④各教科担任による話し合い活動の充実だけでな
く、学級担任による学級活動の活性化も図る。

②効果的なノートの活用

②自主学習ノートの点検、
アドバイス、賞賛

②学級担任による、家庭学習の内容の点検と、コメ
ントの記入等による助言やほめる指導を充実する。

①「家の人と学習について話をしている」
生徒の割合を、さらに増加させる。

①三者懇談、教育相談、学校だより、学級だよりな
どを活用した学習に関する情報提供を充実する。

⑤学習内容の十分な振返りが行われて
いない。

③「家で、テストで間違えた問題について
勉強をしている」生徒の割合を更に増加
させ、学習内容の効果的な定着を図った
復讐を実施させる。

③家庭学習の仕方を明
示、説明

(2)家庭学習のより一層の充実に向けて
①学習に対する家庭の関
心を高める工夫

⑤「ふりかえり」活動の徹底 ⑤ワークシートやチェックテストなどを活用した、学
習のねらいに即した振返りを確実に実施する。

①「本時の目標（めあて、ねらい）」が確実
に示されていない。

①「本時の目標（めあて、
ねらい）」の確実な提示

①毎時間の学習課題に即した「本時の目標（めあ
て、ねらい）」の提示の習慣付けを行う。

③生徒間の話し合い活動を通じて、考え
を深めさせたり、広げさせたりする学習活
動が十分でない。

③生徒の考えを引き出し、
思考を深められる（主体的
に考えられる）発問の工夫

③教科担任による教材研究の充実と、「一人一授
業」の公開による教師間の学びあいを通した、授業
力の向上を図る。

②授業で使うノートに、学習の目標（めあ
て・ねらい）とまとめが書かれている割合
が低い。

②教科担任による板書の工夫と、学習の定着を
図った効果的なノートの活用法の指導を充実させ
る。

④授業における、生徒同志の話し合い活
動の更なる充実を図る。

重点的な取組 取組の具体的な内容 取組に関わる調査結果

　　②自主学習ノートの活用 ○家、で計画を立てて勉強をしている。67.0％（県
63.0％よりも4.0ポイント、宇都宮市63.4％よりも3.6
ポイント高い）
●家で、学校の授業の予習をしている。42.1％（県
43.5％よりも1.4ポイント、宇都宮市43.8％よりも1.7
ポイント低い）
●家で、学校の授業の復讐をしている。65.2％（Ａ
－Ｄ層24.2）（県71.5％よりも6.3ポイント、宇都宮市
67.2％よりも2.0ポイント低い）
○家で、テストで間違えた問題について勉強をして
いる。（県64.9％よりも4.7ポイント高い、宇都宮市
65.9％よりも3.7ポイント高い）

◎家庭学習ノートの活用な
ど、家庭学習の一層の充
実


